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   平成30年７月１日（第218号） 

 県社協ニュース  発 行 
社会福祉 

法  人 
熊本県社会福祉協議会 

熊本市中央区南千反畑町3-7／TEL(096)324-5454  

http://www.fukushi-kumamoto.or.jp/ 

平成29年度事業報告・決算等が承認される ～ 第１回理事会・定時評議員会を開催 ～  
 ６月６日(水)に第１回理事会、６月25日(月)に定時評

議員会をそれぞれ開催し、（１）平成29年度事業報告、

（２）平成29年度一般会計等収支決算、（３）平成30年

度一般会計等補正予算などが審議され、承認されまし

た。 

 平成29年度は、次の主要項目に取り組みました。 

 ① 第四次熊本県社協総合計画「県社協ビジョン2015

～2019」の中間評価を実施するとともに、平成28年熊本

地震における本会の取組みを検証するための支援活動

報告書を作成した。② 生活支援相談員等の人材育成や

専門職・アドバイザーの派遣等により、平成28年熊本地震の被災者支援の取組みを強化するとともに、

生活困窮者自立相談支援事業の実施及び生活支援コーディネーターの養成等を通じて、地域住民の困り

ごとや生活課題の解決に取組む市町村社協を支援した。③ 今後の大規模災害発生時に対応できるよう、

県災害ボランティアセンターマニュアルを改訂するなど、県災害ボランティアセンターの運営体制の強

化を図った。また、市町村ボランティアセンター、市町村ボランティア連絡協議会との協働により、介

護予防ボランティアの養成を支援するなどボランティアによる地域の支え合い体制づくりを推進した。

④ 地域福祉権利擁護事業の一層の充実と成年後見制度の利用促進を図るとともに、市町村社協による法

人後見の取組みを積極的に支援した。⑤ 生活福祉資金貸付事業等各種貸付事業に併せて相談・支援に努

め、対象世帯の社会的自立を支援した。⑥ 社会福祉振興基金の助成対象を拡大し、民間福祉団体、ボラ

ンティア連絡協議会、市町村社協等の福祉活動支援を行うとともに、福田令寿人材育成基金により専門

資格の取得を支援し、福祉人材の育成に取り組んだ。⑦ 県社会福祉法人経営者協議会が実施する生計困

難者レスキュー事業への支援と、会計、労務等の専門的な視点による社会福祉法人の経営支援を図った。

⑧ 未経験者や中高年者などの福祉人材への参入と定着支援に取り組むとともに、福祉従事者のスキルア

ップのための研修を実施するなど、質の向上を図った。⑨ 福祉サービス利用援助事業の適正な運営を確

保するために、運営適正化委員会の活動を充実・強化するとともに、福祉サービスに関する苦情等を適

切に解決するために事業所等における苦情解決体制整備の推進を図った。 

 また、６月30日をもって松葉常務理事が退任することに伴い、定時評議員会において、新たな理事の

選任が行われました。任期は、平成30年７月１日から平成30年会計年度にかかる定時評議員会の終結の

時までとなります。 

新 選 任 区 分 前 

栁 田 誠 喜 学識経験者 松 葉 成 正 
 

常務理事を選定 ～ 第２回理事会を開催 ～ 
７月１日(日)、県総合福祉センターで開催した第２回理事会におい

て、常務理事の選定及び評議員候補者の推薦について審議され、承認さ

れました。新たに選定された常務理事は次のとおりです。 

役 職 名 氏  名 

常 務 理 事 栁 田 誠 喜 

 また、今回の理事会では議案審議のほかに、平成30年３月１日から５

月31日までの会長及び常務理事の職務執行状況の報告が事務局から行

われました。 
【第２回理事会の様子】 

 

【定時評議員会の様子】 
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 保育士の人材確保をめざして ～ 保育士就職ガイダンス2018を開催 ～ 

６月24日(日)、ＫＫＲホテル熊本で「保育士就職ガイダ

ンス2018」を開催しました。この催しは保育士への就職を

希望する求職者(養成校生を含む)と、児童福祉分野の事業

所との面談の機会を設けることを目的としたものです。 

当日は、保育所や児童福祉施設を含む39法人のブースに、

154名の求職者（うち学生135名）が参加しました。 

参加者は熱心にブースを回り、就職に向けての相談や、

今後の働き方についての情報収集に意欲的な様子でした。      

学生の中には「卒業後は地元熊本に戻って就職したい。」と

県外の養成校から参加した人もいました。また、事業所で

実際に勤務する職員の話を聞き、保育士就職への興味や関

心を深める姿も見られ、

早速、見学や面接を希望し、就職への一歩を踏み出した人もいました。 

アンケートでは、「色々な事業所のお話が聞けて参考になった。」、

「現場で働く方の生の声、具体的な話が聞けて良かった。」などの意

見が寄せられました。 

 今年は例年以上に学生の参加が多く、とても盛大になった一方で、

一般の参加者が少ない状況が続いていることから、今後の人材確保に

向けて潜在保育士の掘り起こしの強化など、課題が見えたガイダンス

となりました。 

地域共生社会の実現に向けて、社協の役割と方向性を考える 

～ 市町村社協事務局長研修会を開催 ～ 
６月４日(月)、ＫＫＲホテル熊本で、市町村社協事務局長研修

会を開催し、36名が参加しました。  

研修会では、はじめに、県健康福祉政策課 地域支え合い支援室

長の江藤雅之氏から、県の地域福祉関連施策について行政説明が

あり、続いて、県社協関係各課から、社協の事業動向について説

明しました。  

その後の基調講演では、｢地域共生社会の実現に向けた地域福祉

の推進について｣をテーマに、厚生労働省社会・援護局地域福祉課 

地域福祉専門官の玉置隼人氏から、地域共生社会の理念や考え方、

地域共生社会の実現に向けて社協が果たす役割や方向性などにつ

いてお話ししていだきました。 

また、阿蘇市社協事務局長の藤崎三郎 氏、御船町社協事務局長の上村良親 氏からの実践報告を踏まえ

て、グループワークを行い、住民相互の支え合いの仕組みづくりや公的支援と協働して地域課題を解決す

るための体制整備の構築、生活上の困難を抱える方(高齢者・障がい者、生活困窮者など)への包括的相談・

支援体制(総合相談体制)づくり等の現状と課題について協議しました。 

効果的な被災者支援を進めるために   

     ～ 地域支え合いセンター主任生活支援相談員連絡会議を開催 ～ 
 ６月15日(金)、くまもと県民交流館パレアで「地域支え合いセンター主

任生活支援相談員連絡会議」を開催し、主任生活支援相談員等48名が参加

しました。 

会議では、アドバイザーとして、宮城県サポートセンター支援事務所か

ら真壁さおり氏と濱上章氏を招き、地域支え合いセンターの運営や被災者

支援の方法、今後起こりうる課題等について共有し、協議を行うとともに、

アドバイザーのお二人から、先災地の取組みをもとに助言をいただきまし

た。市町村共通の課題が多くあること等、様々な気づきがあり、効果的な

被災者支援につながる情報を共有することができました。 

【就職ガイダンスの様子】 

 

【事業所ブースの様子】 

【アドバイザーの濵上章氏】 

【講演中の玉置地域福祉専門官】 



3 

各課トピックス      ＊お問合せは、県社協各課まで  

総 務 課 地 域 福 祉 課 

TEL 096-324-5454 ／ FAX 096-355-5440 TEL 096-324-5470／ FAX 096-355-5440 

◆県民間退職共済への加入のご案内◆ 

熊本県民間社会福祉事業従事者退職共済事業は、県内

の民間社会福祉事業を営む事業所(社会福祉法人)に勤務

する職員の皆様の将来の生活安定を図ることを目的とし

た、加入者にとって大変有益な退職共済です。 

また、制度に加入している事業所間で転職した場合は、

継続して加入できる場合があります。 

各種手続き及び事業内容については、総務課までお問

い合わせください。 

◆「市町村社協新任職員研修会」開催のご案内◆ 

期 日 ７月24日(火)～25日(水) 

会 場 大津町社会福祉協議会 

定 員 30名程度 

対象者 原則として勤務年数が３年未満（４月１日現在）

の市町村社協職員 

参加費 2,000円 

※ 詳細は、地域福祉課にお問い合わせください。 

施 設 福 祉 課 民 生 課 

TEL 096-324-5462／ FAX 096-355-5440 TEL 096-324-5475／ FAX 096-355-5440 

◆ソウェルクラブ会員交流事業のご案内◆ 

事業名 ｢かわせみやませみ＆しんぺい 

で行く人吉温泉 日帰りの旅｣ (定員40名) 

コース ９月８日(土) 熊本駅→特急かわせみやませみ

→人吉駅→鍋屋本館(入浴)→青井阿蘇神社･繊月 

酒造(見学)→人吉駅→特急しんぺい→熊本駅 

参加費 １人3,100円 (通常価格11,100円) 

申 込 ８月９日(木)～10日(金) 

＊ 詳細は、別途ご案内します。 

◆ひとり親家庭高等職業訓練促進資金 

「入学準備金」のご案内◆ 

 高等職業訓練促進給付金を受給しながら各種養成機関

に在学しているひとり親家庭の親の資格取得を促進し、

同家庭の自立を支援するための貸付制度です。 

 現在、入学準備金（50 万円以内）の第１期受付中です。

締切日：７月 24 日(火) 

 養成機関を終了後、取得した資格が必要な業務に５年

間従事すると返済が免除されます。 

※ 詳しくは、本会ホームページをご覧ください。 

福 祉 人 材 ・ 研 修 セ ン タ ー 地 域 福 祉 権 利 擁 護 セ ン タ ー 

TEL 096-322-8077 ／ FAX 096-324-5464 TEL 096-324-5474 ／ FAX 096-324-5456 

🔶福祉の仕事入門セミナー＆職場見学会参加者募集🔶 
福祉の仕事の経験や資格がない方に情報提供するため、「福

祉の仕事入門セミナー」＆「福祉の職場見学会」を開催します。 

 日時 セミナー会場 職場見学先と期日 

１ 
7 月 26 日（木） 

13：30～15:30 

熊本県身体障がい者福祉セ

ンター（熊本市東区） 
障害者支援施設 

東区 ８月 

２ 
7 月 27 日(金) 

13：30～15:30 

くまもと県民交流館パレア

（熊本市中央区） 

障害者支援施設 

中央区 ８月 

３ 
7 月 28 日(土) 

10:00～12:00 

熊本県総合福祉センター 

(熊本市中央区) 

特別養護老人ホーム 

中央区 ８月 

４ 
7 月 31 日(火) 

13:30～15:30 

菊池市福祉会館 

(菊池市) 

特別養護老人ホーム 

菊池市 ８月 
 

◆｢熊本県地域福祉権利擁護事業 

生活支援員等研修会｣開催のご案内◆   

テーマ  ｢地域福祉権利擁護事業における 

利用者支援の技法について｣ 

日 時 ７月25日(水) 10:00～15:30 

会 場 ＫＫＲホテル熊本 ２階  ｢五峯･城彩｣ 

講 師 田形社会福祉士事務所  田形 隆尚 氏 

対象者 生活支援員･事業担当職員 

定 員 170名程度 

参加費 無料 

ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー ご 案 内 

TEL 096-324-5436 ／ FAX 096-324-5427 
◆「第６回町内・集落福祉全国サミット 

in熊本・山都町」開催のお知らせ◆ 

期 日 10月27日(土)～28日(日) 

会 場 山都町役場蘇陽支所 

◆「第５回生活困窮者自立支援全国研究交流大会 

in熊本」開催のお知らせ◆  

期 日 11月10日(土)～11日(日) 

会 場 県立劇場 他 

 

※ 詳細は、別途ご連絡します。 

◆パンフレットをご活用ください◆ 

 このパンフレットは、内閣府が作

成した、地震や大雨により被災地と

なった場合に、地域外の災害ボラン

ティアを受け入れ、その力をうまく

引き出す環境や知恵などの「受援力」

に関するパンフレットです。 

 ボランティアセンターに在庫があ

りますので、住民向け災害ボランテ

ィア講座等の際にご活用ください。 


